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はじめに 

 介護保険の基本理念は、自立支援の考え方であ

り、介助する場合も、できる限り利用者様の能力

を生かす工夫をしなければならない。 

 楽いちデイサービス（以下当施設）では訓練的

なリハビリテーション（以下リハビリ）は行うが、

生活リハビリが十分実践されない現状であった。

今回、当施設で行った介護計画の実践への取り組

みとその結果について検討した。 

施設概要 

 当施設は、定員 40 名の通所介護施設で「リハ

ビリ支援」を運営方針としており、作業療法士（以

下ＯＴ）2 名、理学療法士 1 名が主に午後 2 時間

機能訓練を担当している。 

 リハビリプログラムは、個別機能訓練、パワー

リハビリ、集団体操、物理療法、マッサージ､レ

クリエーション、カラオケ、麻雀、入浴､各種作

業などを組み合わせて実施している。 

通所介護計画のより効果的な 

実践への４つの取り組み 

（A）対象 

  当施設の利用を 4 ヵ月以上経過した利用者

様で、平成 17 年 6 月 1 日より実施した。 

（B）生活リハビリが実践されないと 

考えられる理由 

・ 日常生活動作訓練はリハビリではないと

いうイメージがある。 

・ 介護してもらいたい気持ちがある。 

・ 介護される事が習慣になっている。 

（C）実践への４つの取り組み 

①ケアミーティングの強化 

個別担当制を導入し、今までの単なる報告

会から事例検討会にできるようにした。 

②リハビリ個別面談の徹底化（ＯＴ担当） 

楽いちでのリハビリの目標確認・再設定を

行い、自立の必要性について強調した。 

③介護方法の自己決定 

日常生活状況について利用者様と確認し

ながら介護に対する希望を聞き、①、②と併

せ介護方法を自己決定していただいた。 

④リハビリに対しての意識づけのために、楽い

ちカードを作成 

個別訓練メニューと介護計画を A６のカ

ード（楽いちカードと称した。）に併記し、

利用者様とスタッフが必要時、介護方法など

を確認できるようにした。 

結果 

取り組みから 3 ヵ月後、対象とした利用者様

115 名に対し、日常生活動作（以下ＡＤＬ）の

うち屋内移動、トイレへの移乗、食事、排泄、

整容、更衣の 6 項目について、改善した、悪化

した、変化なしに分け、実施前後で評価を行っ

た。 

・6 項目中 1 項目以上改善－18 名 

・6 項目中１項目以上悪化－14 名 

・変化なし－83 名 

＊悪化の利用者様の内訳 

進行性疾患や認知症である利用者様－9 名 

半年以内に転倒があった利用者様－５名 

変化のあった項目とその人数（単位：人） 

項目 改善 悪化 

屋内移動 5 11 

トイレ移乗 5 7 

食事 4 0 

排泄 6 5 

整容 3 5 

更衣 6 4 

考察 

今回の結果は、全体的に著明な変化はみられ

なかった。しかし、１８人にＡＤＬに改善がみ

られた。それは、リハビリメニューと介護計画

を楽いちカードに併記することによってＡＤ

Ｌ訓練も“リハビリ”と意識づけられたからと

考えられた。そして、楽いちカードで確認しな

がら“リハビリ”を行うことが促しとなって、

意識づけに繋がったと考えられた。また、悪化

の１４人では、特に屋内移動の悪化がみられ、

そのことが他のＡＤＬに影響を与えたと考え

られた。 

  そして、職員自身も利用者様の自立に向けた

介護をより意識でき、促し方、介護の仕方など、

より効果的に行えるようになった。 

今後も継続し、通所介護計画のより効果的な

実践に取り組んでいきたい。 


